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出席者：(委員) 石井会長・川嶋副会長・古川委員・髙橋委員・長谷川委員・鈴木委員 

伊東委員・根岸委員・竹内委員・井関委員 

    (市)  杉山部長・加藤課長・藤本主査・三好主査・見山主事 

 

傍聴者：なし 

 

○事務局   定刻となりましたので、ただいまから令和 7 年度第 1 回クリーン北広島推

進審議会を開催させていただきます。 

初めに、本日の審議会につきましては、委員定数 10 名のところ、全員出席

されておりますので、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則

第 2 条第 5 項の規定により、本審議会が成立することをご報告させていただ

きます。 

続きまして、次第の 2「委嘱書交付」を行います。お名前を呼ばれましたら、

その場でお立ちください。 

 

（委嘱書交付） 

 

〇事務局   続きまして次第の 3「市長挨拶」を行います。それでは上野市長よろしくお

願いいたします。 

 

（市長挨拶） 

 

○事務局   上野市長ありがとうございました。市長におきましてはこの後、別の公務が

ありますのでここで退席させていただきます。 

続きまして次第の 4「委員紹介」を行います。本日の会議は本年度第 1 回目

の開催でありますので、お一人ずつお名前をお呼びしますので、一言ご挨拶を

よろしくお願いしたいと思います。 

 

（委員紹介） 

 

〇事務局   次に事務局を紹介させていただきます。 

 

（事務局紹介） 

 

〇事務局   続きまして、次第の 5「会長・副会長選出」を行います。会長副会長につき

ましては、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第 2 条第 1
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項の規定に基づき、委員の互選により選出、選任することとなっております。

選任方法についてどなたかご意見はありますでしょうか。 

（「事務局推薦」と発言する者あり） 

ただいま事務局の推薦との発言がありましたけども皆さんよろしいでしょ

うか。 

（全委員同意） 

それでは、事務局から推薦をさせていただきます。会長に北海道大学教授の

石井一英委員、副会長に NPO 法人バイオマス北海道副理事長の川嶋幸治委員

を推薦しますがいかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

それでは、会長は石井委員、副会長は川嶋委員にお願いしたいと思います。 

続きまして、次第 6「会長・副会長挨拶」を行います。 

それでは、石井会長ご挨拶をお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

〇事務局   石井会長ありがとうございました。 

続きまして川嶋副会長ご挨拶をお願いいたします。 

 

（副会長挨拶） 

 

〇事務局   川嶋副会長ありがとうございました。 

続きまして、次第の 7「議事」に進みたいと思います。それでは、石井会長

は会長席に移動をお願いいたします。議事に入ります前に委員の皆様にお知

らせいたします。 

 本日の会議につきましては、議事録作成のために、お手元のマイクを通して

録音をさせていただきます。そのため、発言の際には挙手により会長に発言を

求め、指名されましたら、ボタンを押してランプが点灯していることを確認し

てからご発言をよろしくお願いいたします。 

また終了後はボタンを押してランプが消灯していることをご確認よろしく

お願いいたします。 

それではこれからの進行は石井会長にお願いしたいと思いますのでどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

○会長    それでは、本日の議事録署名委員の指名を行いたいと思います。署名委員と

して名簿順に、長谷川委員と鈴木委員にお願いしたいと思います。 
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次に、北広島市情報公開条例第 20 条の規定では、附属機関の会議は公開す

るものとするとされていますので、本議会につきましても原則公開したいと

考えますがいかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

異議なしと発言がありましたので、原則公開とさせていただきます。 

次に報告事項に入りたいと思います。報告事項の令和 7 年度北広島市清掃

事業概要について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

（資料 1：令和 7 年度清掃事業概要について説明） 

 

○会長    ありがとうございました。皆様から分からない点や質問等がありましたら

お願いいたします。 

 

○会長    私から、34 ページ目の拠点回収量が令和 5 年から 6 年にかけて、少し今ま

での傾向とは違う伸びですね、特に小型家電が例年よりも大きく増えたと思

います。それからミックスペーパーも増えており、古着・古布も若干増えてい

ますが、増えた要因にお気づきの点などあるのですか。 

焼却処理になる前に 1 月 2 月は相当な数の説明会をやっているはずです。

分別が変わりますとか、収集日が今まで一緒に出していたものをばらばらに

出してくださいなど、説明会の効果があったのかと思いますがその辺はどの

ように感触として得られていますか。 

 

○事務局   説明会に関しても、周知はさせていただいております。また令和 6 年に焼

却処理を開始して燃やせるごみという分別が出てくるので、それに合わせて

手数料の値上げ改定も行っております。そこに出すというよりも、古着・古布

などの拠点回収のほうに出すという量が上がってきているのではないかとい

うところが、古着・古布の拠点回収については考えられます。 

また、小型家電の拠点回収につきましても、これまでは、破砕しないごみと

して、パッカー車で回収して直接埋め立てしていた状況もあったのですが、今

回、小型家電は小型家電の回収ボックスとして、各拠点に入れてもらえば、そ

れは小型家電として回収します。燃やせないごみの中でも、小型家電の分類に

なるものでしたら、それは仕分けて小型家電として回収するということにな

っているので、この数値が出ていると考えられます。 

 

○会長    仕分けているというのは、集めた後から仕分けているということですか。 
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○事務局   令和 5 年度まで破砕しないごみとして出されたものをパッカー車でまいて

いたのですが、令和 6 年度からは、パッカー車の前にある前かごに入れて、燃

やせないごみの中から、小型家電として拠点回収出荷できるものについては、

出荷しようという運用になっているのでこの部分の増加が見込まれます。 

 

○会長    職員さんや収集された方のご努力で分けてもらっているということですね。

分かりましたありがとうございます。 

袋の値上げが 1 リットルあたり 2 円から 3 円になったのが特に古着などは

明らかにかさばるから、そういったものが少しインセンティブとして、こちら

のほうに入ってきたかもしれないですね。その他いかがでしょうか。 

 

○委員 A   35 ページの、乾燥汚泥あしるのめぐみが増えているのですが、これは生ご

みを分別収集して、その量が増えたからという影響があるのでしょうか。 

 

○事務局   乾燥汚泥の肥料化量が増えているということは、生ごみ収集量も増えてい

て、それがバイオガス化される部分と、肥料になる部分があります。令和 5 年

度と令和 6 年度を比較すると生ごみ分別収集量が増えていることが想定され

ます。 

 

○会長    ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

 

○委員 B   今の生ごみのことですが、令和 5 年度までは、普通ごみの中に生ごみを入れ

た人がかなりいたのではないかと思ったのですが、実際には生ごみがそれほ

ど増えていないということは、これはどのように理解したらよろしいでしょ

うか。 

 

○事務局   次の資料でも説明させていただきますが、燃やせるごみなどの袋の値上げ

改定を行ったのですが、生ごみの袋はそのまま据置きにしておりますので、実

際に生ごみとして出す人や、それだったら生ごみとして出そうという意識が

増えてきているので、生ごみの排出量は増えていると考えられます。 

 

○事務局   生ごみ自体まだやはり分別されてない方が、ある一定数はいらっしゃいま

す。組成分析から見てもやはり 3 割前後ぐらい生ごみが燃やせるごみの中に

入っているというのが分かっています。その部分をどのように、さらに分別し

ていただくかというのが課題になっていると思っています。 
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○会長    よろしいでしょうか。ありがとうございます。その他いかがでしょうか。 

 

○委員 C   生ごみの件ですが、普通ごみで 3 割ぐらい入っているということですが、

色々なごみステーションを見ましたら、非常にきれいになっていて、私のとこ

ろもきちんと生ごみを出しています。だから、意識はすごく高まっているので

はないかと私は思っています。 

それともう一つですが、資源ごみの集団回収の奨励金として 1 キロ当たり 4

円の奨励金を出しているのですが、この表を見ましたら自治会が少し上がっ

ていますけど、昔は子ども会で資源回収していたのですが、だんだん子ども会

も解散していて、でも子ども会と PTA と学校も取り組んでいるのですね。  

このような集団資源回収も大事にしていきたいと思うのですけれど、その

中で、その他が 15 団体ぐらいありますが、どのような団体なのでしょうか。 

 

○事務局   集団資源回収の登録団体ですが、マンションの管理組合やその他様々な団

体がいらっしゃいます。ご覧のとおり 37 ページの上の集団資源回収団体の登

録者数、ほぼ変わらない横ばいで推移しているのですが、実績としては年々減

っている状態にあります。 

ご存じのとおり、新聞紙や雑誌が時代に伴って電子化されていって、そもそ

も総体が恐らく減ってきていると考えられます。 

紙媒体は減っているけれどもほかに関しては、各登録団体さん、いろいろご

努力あって、その他に関しては基本的に維持しているというような状況にあ

ります。 

 

○事務局   生ごみについてですけれども、先ほど説明させていただきましたが、燃やせ

るごみと燃やせないごみのごみ袋を、1 リットルあたり 2 円から 3 円に改定し

ています。 

生ごみに関しては、生ごみをさらに分別していただくために、1 リットルあ

たり 2 円のままにさせていただいております。そのインセンティブで、生ごみ

も少しずつ増えていると思いますが、やはり地域差といいますか、分別されて

いる町内会さんは、きちんとされているのですけれども、されていない町内会

さんもあるという部分もあります。 

また、組成分析も全部の地域から集めたごみを組成分析するわけではなく、

地域を限定して組成分析しています。 

 

○会長    ありがとうございます。 
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○委員 D   今の生ごみですが、小さな袋を作っていただきまして、お礼を申し上げた

いと思います。私がお礼を申し上げたいというのもおかしいですが、私も民生

委員や町内会の役員もしておりますので住民の方と結構お話することがござ

いまして、やはりひとり暮らしの方が多い町なものですから、皆さんそういう

方が、小さな袋を作っていただけて、すごく出しやすいというお話は頂戴して

おります。本当に出来てよかったなと思います。 

でも数字見たらそんなに増えていないような感じもしたのですが、これは

生ごみを分別してくださいという啓発運動をするしかないかと私は思ってお

ります。でもすごくよかったと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。 

 

〇委員 E   35 ページの生ごみ処理フロー図のところですが、千歳市は生ごみを分けな

いで捨てられるということで、北広島市で生ごみを分けて汚泥肥料にするこ

とにどのくらいのメリットがあるのか伺ってもよろしいですか。 

 

○会長    いかがでしょうか。 

 

○事務局   北広島市では生ごみのバイオガス化処理をしていますが、この取組をして

いる自治体が全国的にも少ないです。アクア・バイオマスセンターという施設

の中で、し尿と生ごみを混ぜてバイオガス化して、その燃料をその施設を稼働

させるために使用するのと、それとは別に肥料を作っています。あしるのめぐ

みをご存じかもしれないですが、市民や農業関係者の方に還元しているので、

そのような部分は生ごみをただ燃やすだけではなく、環境的な目線でも市民

の目線でもメリットになってくると思います。 

 

○会長    よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

補足すると、以前は生ごみを分別していなかったです。埋め立てていました。

下水道は毎日出てきているので、下水汚泥を乾燥させて汚泥肥料として使っ

ていました。乾燥するので結構エネルギーが必要だったので、生ごみを一緒に

入れることによってバイオガス量が増えてエネルギーが増えます。そうする

と汚泥を乾燥させる燃料が節約できているという効果もあるということで、

下水道処理においてもメリットがあるということになるかと思います。 

 

○委員 A   再度確認ですが、生ごみの分別量が増えているから、乾燥汚泥あしるのめぐ

みが増えているのではないかということですね。 
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一方で組成分析を見ますと、今までの埋め立てしていたときは生ごみが普

通ごみの中に 3 割ぐらい入っていて、今回焼却になった燃やせるごみの中に

入っている生ごみの量がやはり 3 割ぐらいあると。大体ずっと長く見てです

ね、組成分析の割合っていうのは変わっていないのかと思います。 

その一方で、乾燥汚泥あしるのめぐみが、令和 2 年度の 77 トンから、令和

6 年度 131 トンと倍近く増えているというのはどういうことなのかというこ

とをもう一度教えていただけないでしょうか。 

 

○事務局   生ごみの組成の部分につきましては後ほど別資料でご説明をさせていただ

きますが、細かく言うと令和 5 年度の 6 年度比較するとやはり生ごみの組成

分では割合的には、生ごみは減ってはいます。 

3 割ぐらいというお話だったので、既に 3 割をキープしているわけではなく

て、令和 5 年度と 28.59%、令和 6 年度 26.74%と若干ですけども、生ごみと

しては減っているとこれ組成分析も地域でここだけというように、ポイント

で回収してそこを調査していますので、全体としては、委員のお話もあったよ

うにご協力頂いて、生ごみが減っているところもありますので、一概に全体的

3 割というお話はないかと思います。 

ただ、生ごみの部分、汚泥の部分に関しては、生ごみと下水道汚泥と、し尿

浄化槽汚泥が入っていますので、全部生ごみが増えたから、それがイコール増

えた分ですよというわけではなくて、し尿の関係もありますし、浄化槽汚泥、

下水道汚泥の部分もありますので、全体的に増え、下水も増えていっていると

思っております。 

 

○会長    恐らくですね、40 ページ見ていただければ分かると思いますが、多分委員

A のご質問は、40 ページに生ごみが 2 か所あります。もちろん下水の量も、

人口が少し変われば下水の汚泥量が変わるのですが、例えば、令和 2 年度のい

わゆる家庭系の廃棄物の生ごみが 1,384.02 トンとあります。 

令和 6 年度は 1,381.66 トンだから、家庭系の生ごみは令和 5 年からは増え

ていますけど、令和 2 年と令和 6 年とそれほど変わらないです。 

だけど事業系見ていただければと思いますが、事業系の生ごみが下のほう

にありまして、389.28 トンが令和 2 年度で、令和 6 年度は 899.07 トンです。

ここが増えています。この影響が恐らく事業系の生ごみが比較的、最近努力し

て集まってきているという影響で少し増えているという気がします。 

それから、僕も見ても増え方が 77 トンから 131 トンで本当に行くのかとい

う疑問があるのですが、予測するに、恐らくその下水汚泥でもこの汚泥肥料と

して出せるものと、出せないものが若干あったのかもしれないぐらいの感覚
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が僕にはあって、そこは詳しく分かりませんけれど、そういったイレギュラー

な要因もあって少ないのかという気もいたしました。 

 

○委員 B   新しい方法でごみを捨てるということを町内で回覧版を入れ、市も説明会

をしたのですが、守っていない人がいるのです。 

調べたら、認知症を患っている人なのです。土曜日に普通の袋を持ってきて

立っていたり、このようにやるのですよというふうに説明しても、実際には普

通の袋に入れてぽんと置いたりで、民生委員の人が指導に行こうよというこ

とで、民生委員の人が指導に行きました。行ったら家がごみ屋敷みたいになっ

ていて中に入るような状態ではなかったというような例がありました。 

そういったときは、どのように指導していったら解決できるのかというこ

とをもしも良い例があったら教えていただきたいと思いました。 

 

○事務局   廃棄物のカテゴリーで解決できることと、また複合的に支援的なお話とい

ろいろあるかとは思いますが、恐らくそういった状態の場合には、指導という

意味ではなかなか廃棄物部門のほうでやれることは限られるのかと思います。 

やはり福祉的な支援の問題かと思っておりますが、結構、その事案に近いよ

うな事案というのは時々ありまして、やはり市役所でいうと福祉的な部門が

中心になって解決する中で廃棄物部門も少しお手伝いするような形で解決し

ている例としてはありますが、その方の状況に応じてお片づけのお手伝いす

るなど、本当にそういったお話になって、なかなか指導といった形にはならな

いかなと思います。 

 

○委員 C   認知症関係のようなことで、支援センターの方にお願いして支援センター

の方も中に入って、そして地域のボランティアを募って、その地域の近くの顔

の知っている人にお願いして、毎回ではないけれどもたまったときには捨て

てもらうなど、そういうことをお願いしたということは聞いています。 

民生委員が行っても何しても大変です。だけど、必ず支援センターが入って

いるはずですから、支援センターの方に相談したらいいかと思います。 

 

○委員 B   その方、施設に入る手前ぐらいなのでデイサービスを利用しているとは思

いますが、横について説明すればわかるのですが、一人になったらなかなか難

しい。 

 

○事務局   支援センターですとか、市役所の福祉的部門が中心になりますが、廃棄物の

部門のほうにもこういった方いらっしゃるという情報をご提供頂ければ、市
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役所内部で我々のほうから福祉的部門のほうに、このような事案があります

が把握していますか、どういう状況ですかというようなところから、一緒に解

決策を探っていくことはできますので、市役所のほうにご相談頂ければと思

っております。 

 

○会長    はい。ありがとうございます。次に資料の 2 を説明していただいて、また引

き続き質問頂ければと思います。 

 

（資料 2、数字で見る令和 6 年度ごみ事情について説明） 

 

○会長    ありがとうございました。先ほどの事業概要と重なる部分もありますが、こ

ちらについてできるだけ分かりやすくということで、説明していただきまし

た。何かご質問等やコメントがあったらお願いいたします。 

一つだけ朗報で、3 ページの家庭ごみの組成分析の比較で、令和 5 年度が生

ごみ 28.59%なので、このときは普通ごみ中に 28.59%生ごみが含まれている

ということです。分別された家庭系の生ごみの分別協力率を計算すると、大体

39%ぐらいが分別されているということです。令和 6 年度で同じように計算

していくと、燃やせるごみの中に 26.74%生ごみがありますので、分別協力率

は 46%です。 

分別協力率が 39%から 46%に家庭系が向上したというふうに数値上は見え

ます。今まで北広島市で毎年計算しているのですが、40%を超えたことがない

のです。初めて 40%を超えたということは朗報だと思います。 

事業系のほうはまだ計算してないですが、今家庭系のほうだけ聞きながら

計算したらですね、初めて 50%近いあたりまで来たという気がしています。

分別の協力率は少し上がっていると思います。 

これもやはり、手数料が 2 円から 3 円に上がった効果と、生ごみの料金を

据置きにしたということと、小さな袋が出来たというその両方、それから燃や

せるごみと、生ごみは違う日に出していますので最後出すときに一緒になら

ないという、その効果が出てきているという気がいたしました。 

後で計算の仕方を教えますので、計算してみてください。割合で見ると少し

しか違いがないのですが、全体の分別協力率を計算してみると結構の差だと

いうことです。よろしいでしょうか。 

 

○会長    もう一つ私のほうからコメントです。戻っていただいて事業概要の 41 ペー

ジのところですが、埋め立て量が大分減っています。 

燃えるごみを燃やして焼却灰にすると、重量で大体 10 分の 1 ぐらいになり
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ますから、重量減るのですよね。41 ページの埋め立て量を見ていただければ

と思うのですが、令和 5 年度が、覆土も入れてですが、総埋め立て量が 1 万

8,041.65 トンです。 

それが令和 6年度は 4,250トンになっているということで 4分の 1ですか、

2 分の 1 で 9,000 トンでしょうか、大体 4 分の 1 ぐらいに埋め立て量が減って

います。 

内訳を見てみると焼却灰の埋め立てが令和 6 年度から始まっているかわり

に、普通ごみの埋め立てがなくなっていますので、ずっと減っています。直接

埋め立てが減っていることです。 

また後で計算してほしいですが、埋め立ての延命化がどれだけ進むか、あと

何年ぐらい埋め立てが持つかという計算ができると思いますので、また時間

があったら、計算していただけると、皆さんにとっては、今まで埋め立てが後

何年と苦労してきた市ですので、そういった情報も必要かなという気がしま

すので、今度は数字で見るほうに入れていただけるとありがたいかなという

気がいたします。 

そのほかよろしいでしょうか。資料 3 の説明をお願いいたします。 

 

○事務局   （資料 3 ごみステーション除排雪委託に対する補助制度について説明） 

 

○会長    ありがとうございました。この件についてご質問等ありましたらお願いい

たします。 

 

○委員 C   ごみステーションの除排雪の委託のところでお聞きしたいです。 

今までは上限 2 分の 1 で 1 万円、今度は 5 か所以上なら幾らということに

なったのですが、これは町内会で申請してきているのですか。これは委託する

業者なのか、それともその町内会でやるのかどちらなのでしょうか。 

 

○事務局   町内会さんに申請していただくということになります。ご質問の除排雪に

ついては、委託を念頭に置いた設計になっておりまして、町内会の内部の方の

誰かに謝礼をお渡ししたいみたいな気持ちになりがちだと思いますが、町内

会の構成員のみでは除排雪が困難な場合に、町内会の外に外部委託して楽に

しましょうというような趣旨になっておりますので、謝礼ではなくて補助制

度を創出し、外部委託してお金の半分を補助しますといった制度になってお

ります。 

実際に申請されているのは令和 7年度分が 14町内会とご理解頂ければと思

います。 
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○委員 B   今の話ですが、委託業者が入れているところですよね。例えば自分たちの町

内はみんな交替で今やっているのですが、よっぽど広い地域というか、世帯数

が多いところで、ごみステーションがかなり広くて、そこにブルドーザーが入

って除雪するようなところはそんなにあるのですか。みなさん自分たちが交

替でやっていると思うのですが。 

 

○事務局   町内会は 100 個以上あるのですが多くの町内会さんが当番制ですとか、意

外とですね特定の方が担っているっていうところもありまして、町内会の中

で完結しているところのほうが大多数でございます。 

ただ、令和 6 年度は 12 町内会、令和 7 年度は現在 14 町内会ということで、

やはり場合によっては必要になっている町内会さんもあります。 

具体的には、町内会のステーションが例えば 5 か所あるけれども、この 2 か

所については、近隣にはもう本当に例えばご高齢の方しかいらっしゃらなく

て、当番で回すにしても厳しくなっているなど、例えばそういったようなとこ

ろがございます。 

 

○委員 B   これはまだ 2 年間の期間と書いてあるのですが、予算はこれから手を挙げ

ても大丈夫なのですか。もう駄目なのですか。 

 

○事務局   こちらの導入に際しまして、9 月に周知を町内会長さんに渡していまして、

申請期間が今年度は終わっておりますが、来年度はまた申請していただいて

大丈夫です。来年度またお願いいたします。 

出来る周知は尽くしております。町内会長さんには皆様にお送りしており

ます。内部の中でどこまでというのは、何とも言えないところですが、いろい

ろな媒体で周知をさせていただいております。 

 

○委員 C   このような制度をすると、ある程度の規定みたいなものを作らないとどん

どんうちもうちもということになると思います。 

今困っている人はマンションのステーションがあって、除雪の問題もマン

ションにお任せということで、近所の戸建ての人たちが個人に言ってもマン

ションの管理に言ってということです。 

マンションの管理者のほうに、除排雪を徹底してもらえるように言っても

らいたいです。 

地域の人が言ってもみんなマンションだからということで、余り手を出さ

ないということです。今度業者の人に言っても、全然来ないというかやはりマ
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ンションはマンションの管理の組合に話をするとか、そういうふうに困って

いるところもあります。 

 

○事務局   ごみステーション周辺の除雪の話でしょうか、マンションの敷地でしょう

か。 

 

○委員 C   マンションの敷地、周辺にあるらしいんですけれども、そこしかないのでみ

なそこにもってくるらしい。戸建ての人は責任があるからやるんですよ。マン

ションに入っている人はマナーも何もないと。言うと、うちではないからマン

ションに言ってと、マンションに入っている人はマンションの管理会社に言

ってと、個人での意識はないようです。 

 

○事務局   ありがとうございます。ごみ出し、分別含めて曜日を守らないなど、マンシ

ョンやアパート、共同住宅というのは、確かにどちらかというとそういった傾

向はあろうかと思います。 

基本的には我々も管理会社さんなどに状態悪いですよと言わなければなら

ない場面もありまして、なかなかマンションの方は転居する方入ってくる方

も目まぐるしくあったりするものですから、なかなかその傾向は改まらない

ところはあろうかと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。そのほかよろしいでしょうか。 

全体通してその他ございますか。お願いいたします。 

 

○委員 F   組成分析で、適切ではない処理の仕方がされているということは、その地区

地区が年によって、時期によって抽出する場所が違うという説明がありまし

たけれど、アパートのような集合住宅の組成分析をすると、比較的不適正が多

いとかという地域ごとの何か特徴はありますか。 

 

○事務局   組成分析ですが年に 4 回やっております。4 回やっていく中で傾向というの

はありまして、お伝えしたとおりマンションですとかアパートの多い地域の

組成を見ると、どちらかというと分別がうまくいっていないというような傾

向は確かにあります。 

 

○委員 C   以前はよく不適正物排出ということで紙を貼られたごみが、ごみステーシ

ョンに残っていました。この頃一つも、そういうものも見受けられないのです

けれど、回収しているものかそれともマナーが良くなったものでしょうか。 
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○事務局   不適正排出ですけれども、令和 5 年度までは月末に特別に車両を出して回

収を行っていました。 

それまではシールを貼って、出し直してね、こんなルール違反ですよ、と分

かってもらって、最後にやっていたのですが、令和 6 年度からは、その違反の

種類に応じてどうするかというのを求めることにしておりまして、一応違反

の理由を書いたシールは、今までと同様に貼っていますが、例えば曜日が違い

ますよというような理由のものを月末まで例えば極端な話残していても、余

りいいことはないのかなというか、曜日が違っても、次また適切な曜日が来ま

すので、そのときに回収するようにして、あまりごみステーションを圧迫しな

いような運用に変えております。 

ただ、例えば、本当に出してはいけないものや、手数料も払わないような形

でいくと大きく公平性を害しますので、そういった場合にはシールを貼って、

比較的長めに置いておくといったように対応を変えて実施しているところで

すけれども、月末待たずに基本的には回収しているという意味では、ごみステ

ーションの見た目は、すっきりした形になっているかと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。その他ございませんか。 

 

○委員 A   全体で感想を述べたいと思うのですけども、先ほど石井先生が説明された

とおりですね。生ごみの中で、分別して出されている率が、46%に達している

ということをご指摘ありまして、ようやくあともう少しで半分行くのだなと

いう大変明るい話だと受け止めました。 

その一方で、まだ半分以上が生ごみを分別せずに燃やせるごみの中に入れ

ているということの現実もあるということも認識しまして、より非常に勉強

になりました。 

 

○会長    ありがとうございます。そのほか事務局からありますか。 

 

○事務局   私のほうから今後の審議会についてご説明をお知らせさせていただきます。

今年度令和 7 年度のクリーン北広島推進審議会につきましては、本日の審議

会の開催のみとなります。 

令和 8 年度につきましては、現在の一般廃棄物処理基本計画の計画期間が

令和 8 年度までとなっておりますので、令和 8 年度中に、令和 9 年度からス

タートする新たな処理基本計画を策定することになりますので、令和 8 年に

つきましては複数回審議会を開催させていただき、本市の廃棄物行政の施策
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に関していろいろとご審議を頂きたいと思っております。 

今後とも、委員の皆様のご理解とご協力頂きながら進めてまいりたいと思

いますので、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

 

○会長    ありがとうございました。第 1 回審議会を終わりたいと思います。お疲れ

様でした。 

 

≪18 時 20 分閉会≫ 

 

 

以上、会議の顛末を記録し、正確を期するためにここに署名する。 
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